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【準備中】  ZoneF 〈インクルーシブ〉 

～ZoneF は，次回のラウンドテーブル２０２７.2 に向けて準備中です～ 

この二つは，わたしたちが子どもたちと育ち合うことを願い、実践を自分たちの言葉で

語り合う場として， 2021 年２月に「ZoneF インクルーシブ」を立ち上げて以来，主旨

文の中にも記してきたものであり，わたしたちの視座を表す言葉でもあります． 

 ZoneF はこれまで，「一人ひとり」という視点を大切にしつつ，理念やシステムを含め

た「教育そのものの構築」を問い続けてきました。2024 年２月からは，“「個」の視点か

ら教育を再考する”をテーマに掲げ，多様な「個」の育ちを捉えなおす実践を広く共有し

てきました． 

その実践の場は， 特別支援学校や特別支援学級に限りません．通常学級や幼稚園，日本

語指導教室など，多様な場に広がっていますが，どの実践も個別具体的でありながら，子

どもと周囲の友だちや教師との関係性の中に立ち現れる戸惑い，躓き，滞りのような状況

に向き合うという点で通じ合うものでした． 

そして，ZoneF に参加されたみなさまとともに，わたしたちは各実践を自分事として重

ね合わせながら，「個」が「あるがままの存在として生き育つとは何か」「育ち合うとは

どういうことか」「子どもたちとつくる豊かなコミュニティとはどのような姿か」といっ

た問いを持ち，自分たちの言葉を紡ぎながら探究を続けてきました． 

いま，わたしたちは，子どもがあるがままに生き育つことも，互いに育ちあうコミュニ

ティが形作られていくことも，子どもとつながりあう他者とが響き合い，相互に作用し合

う営みとして立ち現れるものと考えています。しかしながら，“「個」の視点から教育を

再考する”というテーマに沿い，「個」を真ん中に据え、二つの視座から物語として実践

を編みなおそうとすると，その作業は容易ではなく，まだ道半ばです． 

 

今後ともみなさまの実践事例から話題提供を受けて，共に協働探究していきたいと思っ

ております．実践事例の話題提供は，成果発表ではありません．悩みや苦戦の状況、歩ま

れてきたプロセスそのものが，わたしたちがインクルーシブを自分事として重ね合わせて

考えるためには重要です．話題提供をいただく実践をわたしたちは，「個」の視点および

「育ち合い」と「コミュニティ」の視座から，捉えなおしてまいります． 

上述の視点から，実践を捉えなおす長期的な取り組みをしたいという仲間を募集してお

ります．実践を共有し，語り合いましょう．関心がある方は下記までご連絡ください． 

  inclusive.fukui@gmail.com 

 

「多様性」とは特定の⼈々だけの問題ではなく，わたしたち⼀⼈ひとりが固有の存在
として⽣きることそのものを指す． 

「インクルーシブ」とは,すべての⼦どもたちが「あるがまま」に⽣き，育ち合うこと
ができる教育の構築に向けた探究のプロセスである． 
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